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1.実行委員会紹介

千葉商科大学
総合政策学部
戸川和成ゼミ

地域コミュニティでのプロジェクトを通じてソーシャル・デザインへの理解を深める

子供食堂に集まる子どもたちを対象に、地域を結び、いざというときに助け合えるきっかけづくりの「かけはしノー
ト」と「シール」を制作しました。ノートには、地域の様々な人や場所を通じて防災や減災活動、資源を大切に使う
方法などを学んでいく「お題」が提示されており、お題を達成するとシールをもらえる仕組みです。ソーシャル・デ
ザインの手法から、誰にとっても居心地の良い場所をつくるコミュニティ政策を考えます。

人々に寄り添う都市政策とソーシャル・デザイン

千葉商科大学HPより



1.実行委員会紹介

街の
コーチング
屋さん

松戸市で2021年から活動する任意団体。

コーチングで用いる基本的なスキルを「知る」ことで日常生活にも活
かせるよう、定期的な「学ぶ会」ほか、内省を促すワークショップな
どを開催しています。
2023年には、千葉商科大学の地域志向活動助成金を受託して遊びなが
らコミュニケーションスキルを知るカードゲームを開発。以降ゲーム
マーケットなどに出展しています。

コミュニケーションスキルを知って機嫌よく暮らす



2.イチマツmarketとは

イチマツmarketとは

市川と松戸を「対話」でつなぎたい
イチ マツ

市川市と松戸市は江戸川に沿って隣接しており、人口もほぼ同等で「東京都のベッドタウン」として発展して
きた経緯も共通なことから抱えている社会課題も共通していると考えられますが、どちらも目線は東京方面へ
向いていてヨコのつながりが薄いと感じます。

課題：隣接する市川市と松戸市の交流が希薄である事

隣の人がこんなことやってる！こんなことできる人がいる！など、交流の機会を越境するために、イチマツ
という名前を冠したマーケットを企画しました。

モノの販売はもちろん、コトの体験、活動の紹介など、なんでも台上にあげて来場者も出展者も一緒に楽しむ
マーケットになることを期待しました。当日はまさに「ボーダーレス」が実現できたと思います。

【市川と松戸】

キーワード：「対話」
方法：対話でつながるmarketの開催
イベント名：はろはろまたねイチマツmarket
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イチマツmarketとは
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市川と松戸を「３つの会場」でつなぎたい
イチ マツ



2.イチマツmarketとは

イチマツmarketとは

市川と松戸を「対話」でつなぎたい
イチ マツ

【対話のきっかけ①】

【対話のきっかけ②】

「市川さん」「松戸さん」バッジ

絵しりとり

バッジをつけて挨拶してみよう。
バッジをきっかけに声をかけてみよう。

前の絵を見て、しりとりでつなげる企画

戸川ゼミ・吉羽ゼミの皆さんが企画・運営



3.活動の報告

活動の報告
市川と松戸を「対話」でつなぐ「絵しりとり」企画
イチ マツ

「絵」でしりとりをしながら「イチマツ」の文字を完成させよう！

政策情報学部の吉羽先生と
ゼミの皆さん

全体デザインと
可愛いイラスト担当

真剣に絵を描いています

市川さん」には水色の紙、「松戸
さん」には緑の紙で絵を描いても
らいます

「イチマツ」の文字が完成

う
ーここがStart!

制作中の様子

カミナリ→リンゴ→ゴリラ→ラッパ
→パンダ→ダンゴ→ゴルフ→フシギ
ダネ→ネコ→こま→マリオ→オレン
ジ→・・・・・・・・・・・・・



出展者のみなさん

当日配布パンフレットより

市川：9団体 /   松戸：13団体

2.イチマツmarketとは



4.当日の様子

当日の様子：千葉商科大学HUB2Fリンクルーム



4.当日の様子

当日の様子：市川会場：カフェ「家とねこ」



4.当日の様子

当日の様子：松戸会場：矢切神社会館



2.イチマツmarketとは

イチマツmarketとは

市川と松戸を「対話」でつなぎたい
イチ マツ

日時

会場

2025年12月13日 10:30 - 16:30（5時間）

千葉商科大学会場 HUB 2Fリンクルーム

市川会場 カフェ 「家とねこ」

松戸会場 矢切神社会館

出展者数

【開催記録】

22

当日参加者数 約120名

ちば県民活動PR月間2025賛同事業
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活動の報告

戸川ゼミ：顔合わせ/自己紹介

1213

0228

0523

地域志向活動助成金締め切り

0606 戸川ゼミ：「対話」について/「菅野マルシェにおけるインタビュー報告」など

9月末

会場探し/決定 /出展者募集開始/HP開設など06〜8月

1014/1016 出展者説明会/LINEグループチャット開設

1212

1121

1107

出展者締め切り/A4チラシ印刷(3000枚）

1024戸川ゼミ：現状確認/「対話を促す企画」について

戸川ゼミ：ゼミ企画「絵しりとり」について

戸川ゼミ：ゼミ企画「絵しりとり」について/当日運営について

戸川ゼミ：前日準備

マーケット当日

11月末当日パンフレット印刷(500部）

1215荷物撤収

２ヶ月間で405トークの
盛り上がり！

助成金申請から
マーケット開催まで

1121ちいき新聞５地域版
松戸駅周辺版/新松戸・北小金版/
八柱・五香版/市川版/八幡版 へ掲載

空いた時間で400個の
缶バッジ作り



5.得られたもの

得られたもの市川という街を少し
ですが、感じとる事
が出来た。

全体として忘れ難い
一日となりました。

普段なかなか行かない大学に行っ
たり、市川駅行きのバスに乗った
りと新しい体験が出来た。

学生さんと交流できたことが
楽しかった。

市川と松戸のごみの分別な
どについて調べるきっかけ
になった

矢切神社とご縁ができた。

「また行きたい・懐かしい」
場所になった。

「対話」や「つながり」につい
て考えるきっかけとなった。

「イチマツ」という言葉が2つの市を
つなげるイメージに響くことがわか
った。

出展者さん/運営メンバーの声

今回の展示で生まれたゴミ分別
キャラクター
「まっつん」「いっちゃん」

交流会の最後に皆さんと

一方的な情報発信ではなく、来場者
が「問いかけ」「考え」「返す」構
造が作れた出店内容が実施できた。

「話すこと」だけでなく、
「聴くこと」「受け止める
こと」の大切さを再認識



戸川ゼミ３年生のみなさんと

1.実行委員会紹介
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